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・周波数が連続可変である

・単一周波数（スペクトル幅0.1％）で発振する

・平均出力は100ｍWに達する

・テラヘルツ分光システムの組み込み光源

・テラヘルツイメージングシステム用の光源

・テラヘルツ通信

本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較
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本技術は、周波数0.1～3THｚの
領域で周波数連続可変、狭帯域幅、

CW出力100ｍWを発生できる小型

自由電子レーザー装置に関するも

のである。

従来の光伝導スイッチ型テラヘル

ツ波源と比較すると単一周波数で

かつ高出力である点、量子カスケー

ドと比較すると周波数可変である点

に優位性がある。
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